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・ ５日に出揃った１月の英国のＰＭＩ指数は、建設業が過去最高を更新した一方、製造業が２ヶ月連続、

サービス業が３ヶ月連続で改善モメンタムが鈍化した（左図）。３業種を合成した総合指数（ＧＤＰ

の業種別ウェイトより筆者が加重平均）は昨年10月をピークに３ヶ月連続で改善モメンタムが鈍化。

昨年夏場に水準を切り上げた後、足踏みが続いているが、極めて高い水準を維持している。１月は記

録的な豪雨に見舞われたことで企業活動に影響が出たとの指摘もある。 

・ このところＰＭＩとＧＤＰ成長率との間に乖離が生じているが、これは三番底も懸念された景気が急

回復に転じたことで、業況判断が一気に上方に屈折したことが影響しているものと思われる（右図）。

英国景気は順調な回復軌道にあり、ＰＭＩのモメンタム鈍化も先行きの景気失速の兆しと言うよりは、

景気の安定成長軌道への軟着陸を示唆するもの。発表元のMarkitによれば、足許のＰＭＩの水準は前

期比＋0.8％程度の成長率に相当するとのことだが、さすがにそれは出来すぎ。それでも1-3月期は前

期（速報時点で前期比＋0.7％）並みか、それをやや下回る程度の高成長が示唆される。 

・ 製造業では内外受注が堅調で、人員増の報告が増えている。建設業では、住宅、商業施設、公共事業

が揃って改善が加速。サービス業では入荷遅延や人手不足の報告が増えており、経済の未利用資源

（スラック）が減少している可能性が示唆される。インフレ圧力や賃金上昇は今のところ軽微だが、

投入・販売価格がいずれも上昇しており、価格転嫁の報告が増えている点はやや気懸かり。 

■英国：製造業、建設業、サービス業ＰＭＩ指数 ■英国：ＰＭＩ総合と実質ＧＤＰ成長率

注：ＰＭＩ総合はＧＤＰの業種別ウェイトを用いて

　　製造業・建設業・サービス業ＰＭＩを加重平均。

出所：Markit 出所：Markit、英連邦統計局
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■英国企業景況感（季節調整済み）

2013 2013 2014
1Q 2Q 3Q 4Q 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ＰＭＩ 製造業 49.0 51.5 56.1 57.3 52.9 54.8 57.1 56.3 56.5 58.1 57.2 56.7

建設業 47.6 50.4 58.3 61.4 51.0 57.0 59.1 58.9 59.4 62.6 62.1 64.6
サービス業 51.9 54.9 60.3 60.4 56.9 60.2 60.5 60.3 62.5 60.0 58.8 58.3

ＣＢＩ 受注 -16 -21 -1 6 -18 -12 0 9 -4 11 12 -2
輸出受注 -20 -20 -7 0 -22 -20 -7 6 -12 1 11 -16
最終財在庫 14 16 12 8 21 15 15 5 8 7 8 8
生産見通し 12 17 24 16 10 15 25 33 9 24 16 23
販売価格見通し 15 5 2 5 3 2 0 3 -2 5 11 20

出所：Markit、CBI  


